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【プロジェクトの概要】

本プロジェクトは、小樽市役所の依頼により、学生の学習活動の一環として、小樽港に入
港するクルーズ客船の外国人乗先客のための英語版観光マップを作成することです。

本プロジェクトの目的は主に二つあります。まず、学生が外国人との体験・調査学習、及び
ゼミの範囲を越えたグループ・ワークやディスカッションなどによる能動的な学習を通して、
現在小樽市が力を入れているクルーズ客船誘致（２５年度実績４１回寄港）による観光振
興・産業振興への知識・理解を深めながら英語運用能力を向上させる機会を与えること。そ
して、これまで作成されていなかった小樽港勝納埠頭から市中心部へのアクセスが一目で
分かる英語マップの作成により、クルーズ客船で来樽する外国人観光客に対するサービス
の向上を図ることです。また、自分たちが協力して作り上げたマップが外国人に実際に使わ
れることで、学生たちは大きな達成感と誇りを感じるはずであり、その達成感や自信がさら
に今後の学習意欲の向上・就職活動にも役立つものと期待しています。

【プロジェクトの成果】
現状小樽市では、クルーズ客船の外国人乗船客に特化された観光マップは存在しません。

既存の英語版マップを使用していますが、５万トンクラスまでの船は小樽駅からまっすぐ小
樽港に向かった場所に接岸できるものの、７万トン超の船は小樽築港の勝納埠頭でなけれ
ば接岸できないことから、そこからの主要観光スポットへのアクセスを１枚のマップで紹介す
るができなかったため、利便性を欠いていました。それでも日本人観光客については、案内
係が説明することにより対応することができましたが、日本語が分からない外国人観光客に
ついては、通訳の人数が限られているため、多くの需要にきめ細かく応えられていませんで
した。そこで、英語のマップができることで、日本語が苦手なクルーズ客船の外国人観光客
も小樽の観光をスムーズに楽しむことができるようになり、小樽は外国人観光客に優しい街
づくりを行っているというメッセージを発信になり、外国人観光客誘致促進につながると考え
ています。さらに英語版を基に多言語化することで、更なる発展性も期待されます。また、観
光の現場で実際に役立つマップの作成に携わることは、学習効果だけでなく、職業訓練の
意味でも大いに成果が期待されることでしょう。また、本プロジェクトの経験を来年度以降の
ゼミ活動や英語関連授業の内容にも反映させ、商大生の英語運用力のさらなる向上に役立
てたいと考えています。




